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○バングラデシュの会堂建設のためにご献金くださる方は、振
替用紙にその旨お書き添えください。

○メールで配信の国別祈祷課題に従ってお祈りくださり感謝し
ます。ご希望の方は、aojoffice@gmail.com までお申し込み
ください。

○2023 年はウクライナ－ロシアの戦争に加えて、
イスラエル－ハマスの戦争が始まりました。世界
に平和が戻るようにお祈りしましょう。

○アジア・アウトリーチ・ジャパンのウェブサイトが新しく
なりました。https://aojapan.org

編集後記
迫害されている
クリスチャンの
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ングラデシュ会堂建設プロジェクト

バングラデシュに会堂を建設しよう

　一つの会堂の建設費は 300 万円です。現地の教会の信徒は建設のために奉仕します。
　教会・教団・個人でまとまったご献金（50 万円以上の）をいただいた場合、会堂玄関に名前を刻んで現
地の教会は名前を挙げてお祈りします。これは祈りによって神の国の相互関係を強めるプロジェクトです。
　詳しい資料をご希望の方は、aojoffice@gmail.com　まで、バングラデシュ会堂建設プロジェクトについ
てお問い合わせください。

　イスラエルには、聖書の記事にも登場する二つの有名な
湖があります。
　一つは世界で最も海抜が低い湖「死海」です。海抜は
マイナス 418 メートル。この湖には塩がいっぱいあって、
だれでも浮かぶそうです。しかし、外に水を流し出すルー
トが一つもありません。ですからここには、花も草もなく、
動物も魚も寄り付きません。
　もう一つは、ガリラヤ湖です。弟子たちが漁をした湖で
あり、イエス様が嵐を静めた湖です。ティベリア湖とも呼
ばれるこの湖には、復活したイエス様が弟子たちの前に現
れておっしゃいました。「『舟の右側に網を打ちなさい。そ
うすれば捕れます。』そこで、彼らは網を打った。すると、
おびただしい数の魚のために、もはや彼らには網を引き上
げることができなかった。」（ヨハネ 21：6）イエス様ご
自身が奇蹟を行われたその湖です。
　しかし、このガリラヤ湖も海抜マイナス 213 メートル。
世界で第二番目に低い湖なのだ、そうです。けれども「一滴
入ったら一滴を流しだす湖」としても知られているのです。
　さて今年、アジア・アウトリーチ・ジャパンでは新しく
献金の呼びかけをさせていただきました。世界で最も貧し

い国の一つと言われ、クリスチャン人口の少ない国バング
ラデシュに会堂を建設する助けをしよう！という提案で
す。日本人は、世界で第二番目に未伝人口が多い部族です。
クリスチャン人口が１％未満で少なく、教会は老齢化し、
牧師も不足している。けれども多くの宣教師たちがこの国
に送られてきました。キリスト教の学校や病院が建てられ、
福音が伝えられてきました。
　もし私たちが足らないところ、十分でないところにだけ
目を留めているのであれば、死海のようになってしまいま
す。けれども、ガリラヤ湖になることができるのです。受
けたものを流し出すのです。それによって、イエス様の奇
蹟を体験することが出来る のです。
　幸い、小さな呼びかけに応じてくださった方々がいらっ
しゃることを感謝します。このニュースレターがお手元に
届くころには、第一の会堂のための献金がバングラデシュ
に届くことになるでしょう。バングラデシュの教会のメン
バーたちも、日本の教会を覚えて執り成してくださってい
ます。私たちも大きなことができないかもしれませんが、
ガリラヤ湖のように、一滴受けたならば、一滴をお返しす
ることのできる器となりたいと思います。

ガリラヤ湖のようになろう！
アジア・アウトリーチ・ジャパン主事　吉田　隆
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ブータンにおける神の国
ガリラヤ湖のようになろう！

表紙写真：ブータン



の家庭に育ったがゆえに、彼には多くの問題や挫折があっ
たものの、それらの経験を通して決して、あきらめてはい
けないことを学んだ。彼は熱心に祈り、神がいつも彼を、
フルタイムの働きへと導いておられると感じていた。聖書
学校を卒業した彼が、最初に向かった伝道地は隣の村だっ
た。ヒンズー教徒の家庭を訪問したが、そこの住人は興味
深く福音に耳を傾けていたそうだ。師はまた別の村で宣教
するために出かけて、同じことを繰り返した。スニル師は
讃美歌を一つ教えて、話をいつも終えていた。

　ある日、スニル師はこの二つの家庭とともに、祈るため
の交わりを持つことにした。以前教えた讃美歌を、最後に
賛美して終わった。数日たってから二つの家庭の人たちは、
「イエス様は野の花よりも美しい」と師が歌うたびに、そ
の歌は彼らの心の奥に入って、喜びと平安を与えてくれる
と語った。そして彼らは涙を流しながら、罪を悔い改めて
イエス・キリストを人生の主として迎えたのだ。救われた
二つの家庭を中心として、二つの群が形成されたのだが、
今それらは教会と呼ばれるまで大きく成長した。

　一人一人の働き手。福音を伝える一回一回の旅。福音を
聞いて救われる一つのたましい。これらは、主の招きに応
じて主に仕えていく、多くの理由の一部である。我々が、
神の愛によって人々の人生に触れ、社会が変えられ、国々
に影響を及ぼしていくのだが、それはひとりずつから始
まっている。皆様からのご支援がこれを可能としている。
「収穫は多いが働き手が少ない」というのが現状である。
我々は宣教地のために、収穫の主が収穫のための働き手を
多く起こして下さることを祈り続けている。
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　ヒマラヤのこの地域において、神の国を建て上げていく
ために、アジア・アウトリーチからいただいている支援に
心から感謝している。ここにおける霊的収穫や、神の国の
進展には限界がない、と考えている。ここの人々は神のこ
とばに飢えている。そして神は、すでに人々のただ中でご
臨在をもって働いておられるのだ。ヒマラヤ山脈の村々に
おいて神様がなさっているみわざを見て、驚いている。人々
の人生は変えられ続けている。神の国の拡大のために、こ
の地域で働くために選ばれたのは祝福だ。
　
　ご存じのように、ブータンにてキリスト教信仰を告白す
ることは、犠牲を伴うことである。クリスチャンは家の中
でのみ、信仰の実践が認められている。ブータン人には仏
教を信仰することが求められているからだ。そのためキリ
スト教に回心するならば家族も社会も地域政府も敵に回し
てしまうことになってしまう。ブータン文化は地域社会を
重んじるため、家族の守りがないのは実際的な生活の上で
は致命的なのである。愛する者から追放されることは、キ
リスト教徒のその後の人生や生活において大きな影響を及
ぼすことになる。

　ラザルス牧師とともに宣教している働き手たちは絶え間
なく多くのリスクにさらされている。しかし、彼らの大胆
な働きや、召してくださった主の招きに答えたいという情

熱が、豊かな霊的収穫となって現れている。彼らにとって
何をしていても伝道と教会開拓が最大の願いなのだ。主は
彼らを通して奇跡を
おこなわれ、驚くべ
き突破口が見出され
ている。神が、ご自
身の御国のためにな
されていることを証
できるのは喜びであ
る。

　ダニエル・ライさ
んはヒンズー教の家
庭に生まれた。彼がまだ幼かった時、彼のお父さんは家族
を捨てて別の女性と結婚した。父を失った家族は経済的に
苦労し、ライさんのお母さんは日雇い人として働いた。し
かし家計的には非常に厳しく、ライさんは問題の多い幼少
期を通った。ライさんがてんかんをわずらうようになって
しまい、家族の生活はいっそう厳しくなった。このような
ときに、私たちは彼の家族を訪問して福音を伝えた。奇跡
をなさるイエス様の御名によって祈った。私たちが祈ると、
ライさんは完全にいやされて、てんかんから回復したのだ。

　ライさんのいやしを通して、家族全員がキリストに回心
し、受洗した。今、ダニエル・ライさ
んと家族は、信仰の強い信者となって、
生きておられるキリストについて、積
極的に証している。ライさんは、ブー
タンの山々に暮らす人への宣教を手
伝ってくれていて、日曜学校の教師も
してくれている。近々彼は、インドの
シリグリにある聖書学校に入学するた
めに、引っ越す予定だ。学びを終えた
ら、再びここに戻ってきて、神の国の
働きを続けたいと語っている。

　スニル牧師は、彼の村を訪れた伝道
師の導きによって、キリストに出会い、
救いを受けた。福音を聞いて深く感動
したスニル師は、主に仕えたい、とい
う強い思いが与えられた。ヒンズー教
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　著者のシャリーン師は夫のリッキーとともに、
10年以上も中国の未伝部族への宣教を続けてい
る。二人は中国に会社を設立しビジネスを通し
て宣教をしている。現在マレーシアに帰国して
いるシャリーン師は、アジア・アウトリーチの
もとでマラナタ・プロジェクトの指揮をしてい
る。マレーシアの教会に未伝部族への宣教につ
いて紹介し、ビジネスマンや専門家たちが未伝
部族への宣教に関われるように支援している。

ブータンにおける神の国
　教会を備えるミニストリー（ECM）キコン・ロタ師

　この人とはローマ帝国の軍人で百人隊長という位にある

人です。（ルカの福音書7章 2節から参照）異邦人であり

ながら救い主イエス様から「イスラエルのうちにさえ、こ

のような信仰を見たことがありません」（マタイ 8：10）

と驚かれたと聖書に記されています。

　アジア・アウトリーチジャパンでは素晴らしいリバイバ

ルが起きています。バングラデシュに会堂を建てるという

ビジョンに共鳴し、助けたいと祈り行動しています。私の

仕える京都グローリーチャーチでもこのビジョンを分かち

合い、祈り始めました。

　私たちの教会でも 2020 年から新会堂建築の為に祈り

捧げています。現在まで捧げられた什分の一をバングラデ

シュの会堂建築の為に捧げる提案をしたところ、兄姉から

賛同を得て50万円を捧げることとなりました。

　クリスチャンは神の民を愛し、神の民の為に会堂を建て

る働きに関われるのは恵みであり、特別な事だと感じます。

聖書は私たちに真理を教えてくれます。

　「受けるよりも与えるほうが幸いである」

（使徒20：35）

　与えるなんておこがましいですが、捧げたいと願う心を

イエス様は信仰と受け入れて下さいます！　この働きが拡

大し、神様の働きが前進しますように！

「この人は、私たちの国民を愛し、私たちのために
会堂を建ててくれた人です。」（ルカ7：5）

　AOJ協議会　京都グローリーチャーチ　吉田義 則

アジア・アウトリーチ・マレーシアのジェスダサン牧師が訪問

水のバプテスマ
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○バングラデシュの会堂建設のためにご献金くださる方は、振
替用紙にその旨お書き添えください。
○メールで配信の国別祈祷課題に従ってお祈りくださり感謝し
ます。ご希望の方は、aojoffice@gmail.com までお申し込み
ください。

○2023 年はウクライナ－ロシアの戦争に加えて、
イスラエル－ハマスの戦争が始まりました。世界
に平和が戻るようにお祈りしましょう。

○アジア・アウトリーチ・ジャパンのウェブサイトが新しく
なりました。https://aojapan.org
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ングラデシュ会堂建設プロジェクト

バングラデシュに会堂を建設しよう

　一つの会堂の建設費は 300 万円です。現地の教会の信徒は建設のために奉仕します。
　教会・教団・個人でまとまったご献金（50 万円以上の）をいただいた場合、会堂玄関に名前を刻んで現
地の教会は名前を挙げてお祈りします。これは祈りによって神の国の相互関係を強めるプロジェクトです。
　詳しい資料をご希望の方は、aojoffice@gmail.com　まで、バングラデシュ会堂建設プロジェクトについ
てお問い合わせください。

　イスラエルには、聖書の記事にも登場する二つの有名な
湖があります。
　一つは世界で最も海抜が低い湖「死海」です。海抜は
マイナス 418 メートル。この湖には塩がいっぱいあって、
だれでも浮かぶそうです。しかし、外に水を流し出すルー
トが一つもありません。ですからここには、花も草もなく、
動物も魚も寄り付きません。
　もう一つは、ガリラヤ湖です。弟子たちが漁をした湖で
あり、イエス様が嵐を静めた湖です。ティベリア湖とも呼
ばれるこの湖には、復活したイエス様が弟子たちの前に現
れておっしゃいました。「『舟の右側に網を打ちなさい。そ
うすれば捕れます。』そこで、彼らは網を打った。すると、
おびただしい数の魚のために、もはや彼らには網を引き上
げることができなかった。」（ヨハネ 21：6）イエス様ご
自身が奇蹟を行われたその湖です。
　しかし、このガリラヤ湖も海抜マイナス 213 メートル。
世界で第二番目に低い湖なのだ、そうです。けれども「一滴
入ったら一滴を流しだす湖」としても知られているのです。
　さて今年、アジア・アウトリーチ・ジャパンでは新しく
献金の呼びかけをさせていただきました。世界で最も貧し

い国の一つと言われ、クリスチャン人口の少ない国バング
ラデシュに会堂を建設する助けをしよう！という提案で
す。日本人は、世界で第二番目に未伝人口が多い部族です。
クリスチャン人口が１％未満で少なく、教会は老齢化し、
牧師も不足している。けれども多くの宣教師たちがこの国
に送られてきました。キリスト教の学校や病院が建てられ、
福音が伝えられてきました。
　もし私たちが足らないところ、十分でないところにだけ
目を留めているのであれば、死海のようになってしまいま
す。けれども、ガリラヤ湖になることができるのです。受
けたものを流し出すのです。それによって、イエス様の奇
蹟を体験することが出来る のです。
　幸い、小さな呼びかけに応じてくださった方々がいらっ
しゃることを感謝します。このニュースレターがお手元に
届くころには、第一の会堂のための献金がバングラデシュ
に届くことになるでしょう。バングラデシュの教会のメン
バーたちも、日本の教会を覚えて執り成してくださってい
ます。私たちも大きなことができないかもしれませんが、
ガリラヤ湖のように、一滴受けたならば、一滴をお返しす
ることのできる器となりたいと思います。

ガリラヤ湖のようになろう！
アジア・アウトリーチ・ジャパン主事　吉田　隆
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ブータンにおける神の国
ガリラヤ湖のようになろう！
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